
地域との関わり方 知り合う・声掛け ささえ合いの距離
高齢者へのささえ合い介護保険の支援
とは異なるので、まず（人間関係）があっ
てスタートする。

知恵を出し合う
アドバイス集団が見える。

ご近所と挨拶する。 地域の仲間感 地域とはどの範囲くらいの距離をイ
メージするのか？ご近所○丁目？

地域の課題について知恵を出し合う。 加齢を納得して生活スタイルを変える。
そのアドバイス。

隣近所の人と知り合い、仲良くする。 元気よくあいさつ顔を覚える。変な人
がいたら、わかる。

地域の人たち同士がそれぞれ知り合い
である。 つながる場づくり

犬の散歩を代わりにする。 子どもが遊んでいたら、声をかける。
げんきねぇ！

自分で歩いて行けるくらいのところでど
こにどんな「もの」があるか知る「人」

個人にとって地域とのつながり、有無
の確認

お互いの不要品をもちよってバザー　
フリマ 仕組みづくり

犬の散歩で、おとしよりにあいさつ。
子供にも。勿論犬にも。

具体的には（子ども）一時預かり（用事／
病院）子育て相談／保育園幼稚園送迎／
子育ての悩み、喜びをお互いに語り合う

子どもをちょっとみてもらう。
ささえ合い、手伝ってほしい

楽しい時間の過ごし方 地域の解題解決のための仕組みづくり

足が悪くなった人には、ゴミ出しを手
伝う。

具体的には（高齢者）お買い物の手伝
い／おかずのおすそわけ／病院の付き
添い／話し相手／ゴミ出し

手伝える
「買い物に行くけど、ついでにいるもの
があったら、買ってくるよ」　　　

読み終わった本／文庫本
課題発見

ゴミ出しを手伝う。 お菓子や果物をもらったら近所に分ける 配達の荷物を預かった。お母さんの介
護に急に出かけた。

荷物を受けとってもらう。重い荷物を
持ってもらった。

持ち寄りで夕ご飯 地域の課題を発見

多めに作ったおかずを届ける。 長く留守にするときに一声かけておける。 宅急便を預かる。 美味しい煮物の作り方を教えてもらう。

協力し合う つながるために
受ける一方ではなく、誰でもがささえ
手になれる（赤ちゃんでも高齢者でも、
障害者でも）

年寄りと一緒に留守番をしてもらう。

ゴミの分別をみんなでする。 世代を超えて困っている人にちょっと
手を貸す。

お使いを手伝ってもらう。

元気な人が元気じゃない人のお手伝い
をする。 情報の共有

大掃除をみんなでする。 引っ越してきた若者、子育て層が必要
なアドバイス。

町内にどんな人たちがどんな活動があ
るか、知る。

地域の課題について、住民同士がいつ
も話し合える場がある。

買い物、お得情報

無理なく、気軽に笑顔で つながるための情報 近所、中年層、情報（病院、お店など）
の共有化

防災訓練に乳幼児の過程が参加する。 地域（町内程度）の公的サービスを知
る（出来れば私的サービスも）

マンションの住人をどうする 自発的に関わる 近所の人たちの情報は大切。すぐに行動。 お引っ越しセット（公園、スーパー、ゴ
ミの日の情報など）

一時的なものでなく、続いていくもの、
広がっていくもの。

医療機関他具体的なマップ

収入　情報 歯科医さんを紹介してもらった。

場がない（自然な） コミュニティを作ろうと
しない社会

ものごとを共有する場
（人） つながる仕掛け アパートマンション遊民

とのコミュニティづくり

助けてといえない。（困ってい
るという自覚なし）

地域活動に無関心な人たちが
いる。

困りごとを話し合って共有する
場が必要

イベント作り（様々な世代が参
加できる）→顔見知りになる

一人暮らしの人にどの程度か
かわれるか

隣近所の人と知り合い、仲良
くする。

隣近所で話し合うという生活ス
タイルが消えた。（井戸端会議）

情報（人、もの）の共有化が
出来ていない

多世代が関われる祭り、イベン
トの仕立て方

アパートマンションの人たちは
別でいいのか。

どこへ「たすけて！」と　言っ
たらいいかわからない。

コミュニティ形成の欠如の風
潮」 情報の共有 場所（集まる、作業する、憩

う場）の確保
みんなに信頼される中間支援
組織になるために／場所

近所と上手く行かない人問題
のある人をどうするか。

情報提供の方法（紙情報（回
覧板）、クチコミ、ポスター）

日常的なお付き合いをする
きっかけ

地域の具体的な活動がみえに
くい。

生活のリズムの多様化 コミュニケーション方法の多
様化への理解と対応

新しく、活動の中身をしらせに
くい。（諦めずに発信し続ける） お金の確保

日中家にいる人が少ない 住・職混在の中での役割分担 個人情報 まちのつくり方／住宅供給の
あり方

予算の確保（収入源を確保する）

最小の単位（家庭）が一番大き
な生活ポイントとなっている。

定住出来る世代（世代）と移
動が伴う世代（世帯）の接点
の持ち方

個人情報ってすぐ言われる。
行政との関係

予算

生活時間帯の多様化に伴う接
点の持ち方

プライバシーをどの程度まも
るか。防災の問題

行政の支援（ソフト、ハード両
面）／町会の支援

行政と自治のバランス

信頼できる人 基本的なあいさつが
できない 既存団体との連携の仕方

誰からも信頼されるリーダー
の存在

挨拶などの基本マナーの欠落 旧活動団体（町会、自治会、
商店街）と進化集う団体（NPO）
との連携

呼びかけるツールがない エネルギーのある人が続けら
れない

町会、自治会などの枠組とテー
マ型の枠組みとの接点の持ち方

困りごとを相談できる他人が
いない。 どう知らせるか（情報伝達） 既存団体との協力体制

事務局、リーダーが遠慮なく
動ける環境

広報の方法（どう知らせるか）

行政機関の仕事（事業） 情報発信の仕組みづくり

行政（区、社協、ボラセン等）の支援にはどんなものがあるのか 私の出来ること集め　 個人の発信（後押しが必要）

地域の公共施設、病院等の地図落とし 　↓
決まり事ヨリは一緒につくっていけるもの

情報提供するための仕組み（情報収集と発信方法）　　　　　　　　 情報収集、発信する人が必要。お
金を払って

町会、商店街、学校などの活動状況と人材の開示 町会など、既存団体の活動の内容
を他の団体にも知らせる工夫。イ
ンターネットの活用（ホームページ）
→若い人に関わってもらうきっか
けに。お金があるなら、払って。

● コーディネーター 地域の現状を知る（年代構成など） 相談窓口の一覧情報 情報発信の拠点 キーパーソンは誰か？

● コーディネーション 地域ネットワークの形成 地域コーディネーターの機能必要 情報発信基地 おたすけマンはどこにいるか？

地域住民の年齢構成（民生委員？） 相談窓口の一覧（NPO等フォーマル、インフォーマル含めて） 場所の確保（拠点整備） この人に情報を集めましょう。

小さな情報が大切 エリア情報 地域の活動情報を知る 学ぶ場 してほしい情報 出来ること情報 わかりやすい情報 素敵な人キラリ☆をほめたたえる

まずは、「向こう３軒両隣」と挨拶、
立ち話で知り合い、情報を共有／
マクロからすすめるのと、ミクロ
からすすめることの両方で。

得する情報／特別扱い それぞれの団体（活動）の活動内容 望ましいコミュニティ、自然発生
的な村やまちの形成過程

地域に住む人他 chの「してほし
い事」情報

地域に住む人たちの「出来ること」
情報

命に関わるものをわかりやすく この指止まれ

エリア情報マップどこにどんな人
がいて、どんな活動があるか。

他の人にクチコミで知らせたくなる 使える会場がどこにあるか。 日々の生活で困っていることは
何？

行動にうつせるモノ。行く、つく
るなど

地域福祉マップ作成による地域ネットワークの構築と地域拠点づくり

■ 一人ひとりが抱えている地域ささえ合いのイメージ

■ 地域活動をすすめていく上での課題
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■ 地域で支えあい活動をすすめていく上での必要と思われる情報
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